
	 	 	 	 NPO法人日本医学ジャーナリスト協会西日本支部（２０１７年度）	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

３月例会のご案内 
 
	 ２０１７年度、最後の例会です。医療をテーマにした例会が続きましたので、今回は、

広い意味での社会福祉問題を取り上げます。これから迎える超高齢化社会、逼塞し閉じ

こもる若者たち、貧困する子供たち。弱者切り捨ての行き詰まりを見せる社会福祉分野

の問題解決への方向性を、民俗学者・宮本常一（１９０７～１９８１）の思想や手法を

用いて探る、という、新鮮な切り口となります。	

講師、長岡秀世さんは、糸島市在住の宮本常一研究家です。全国を歩いて庶民の声に

丁寧に耳を傾けた宮本常一を通して「現代社会とこれからの福祉のあり方」を問いかけ、

語り合う企画です。	

友人知人をお誘いの上、ぜひ、ご参加ください。（波多江伸子）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	

	

宮本常一に学ぶ福祉の原点～「経世済民」の全国行脚	

	

講師	 長岡秀世さん	

（「宮本常一を語る会」代表世話人・ひきこもり支援「こもれびの会」主宰）	

	 	 	 	 著書	 『	 知行合一の旅人	 』（梓書院・２０１１年）	

	 	 	 	 	 	 	 『	 宮本常一と「わたし」	』（三岳出版社・２０１７年・共著）	 	

	 	

日時	 ２０１８年３月１０日（土）	 １８：３０	 ～	 ２０：００	

会場	 あすみん（福岡市 NPO・ボランティア交流センター）研修室 C（２４名）	

	 	 	 	 	 〒810-0021	福岡市中央区今泉 1-19-22	天神クラス	4 階	

tel.092-724-4801	 fax.092-724-4901	 http://www.fnvc.jp	

	

参加費	 	 会員	 	 １０００円	

	 	 	 	 	 非会員	 ２０００円（会員の紹介・同伴の方）	

	

申し込み方法	 下記事務局へメールで。	

日本医学ジャーナリスト協会西日本支部（Mejawest@mejaw.jp）	

	

＊	なお、終了後、近くの店で、講師を囲み、有志による懇親会を開催予定です。	

	


